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34｡けんきゅうかいのそうだん　研究会の相談
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1598　あさがお
1599 (て)いく
1600　　いご
1601　えらぶ
1602　　て)おく
1603　おくれる
1604　がいろん
1605　からい
1606　　かん
1607　ぎちょう
1608　きぽう〔する〕
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1614　げんじものがたり　　　源氏物語
1615　こうしょう〔する〕　　交渉
1616　ごちそう〔する〕
1617　これで
1618　コンクール
1619　さくひん
1620　しか
1621じしゅう〔する〕
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1622　したく〔する〕
1623　じっと
1624 (-　て)しまう
1625　ずいひっ
1626　すう
1627　　すぎる
1628　すむ
1629　だい～
1630　たすうけつ
1631だめ〔を〕
1632　たりる
1633　だんだん
1634　ちゅうもん〔する〕
1635　てつだいくてつだう)
1636　てつだう
1637　とりあげる
1638 (決を)とる
1639　をのはを
1640　にっき
1641はいく
1642　はんたい〔する〕
1643　ひ
1644　ひっこし(ひっこす)
1645　ひとまず
1646　ふえる
1647　ぶっか
1648 (-　の)ぶん
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1649　へんこう〔する〕
1650　ほうせき
1651まくらのそうし
1652　ますます
1653　まとめる
1654　まんいん
1655　まんようしゅう
1656 (て)みる
1657　　めい
1658　めいめい
1659　ものがたり
1660　もみじ
1661らく〔を〕
1662　わたす
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